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⑤地域の活力を創出する道路づくりの推進

道路の整備計画

⑥安心と快適さを備えた地域づくりの支援

　整備前の道路は、歩道がなく通学児童
にとって危険な状況でした。
　整備前の道路は、歩道がなく通学児童
にとって危険な状況でした。

　道路拡幅と歩道の整備を行い、通学児
童が安全・安心に通行できる道路になり
ました。

　道路拡幅と歩道の整備を行い、通学児
童が安全・安心に通行できる道路になり
ました。

整備前整備前

初期値 現状値

48箇所

（平成25年度）

50箇所

（令和2年度）

55箇所

（令和一桁代）

初期値

1,128km

（平成25年度）

1,215km

（令和元年度）

+120km程度

（令和5年度）

現状値

指標：インターチェンジ設置数

指標：都市計画道路の整備延長

初期値 現状値

170箇所

（平成25年度）

254箇所

（令和2年度）

254箇所

（令和２年度）

57km

（平成25年度）

61km

（令和2年度）

指標：通学路における緊急合同点検の対策箇所数

指標：電線共同溝の整備延長

　道路の拡幅および歩道設置により、安
心・安全に通行できる道路になりました。
　また、景観に配慮した道路の整備によ
り、まちづくりに寄与する道路になりま
した。

　道路の拡幅および歩道設置により、安
心・安全に通行できる道路になりました。
　また、景観に配慮した道路の整備によ
り、まちづくりに寄与する道路になりま
した。

整備後整備後

整備後整備後

　整備前は道路幅が狭く、歩道がない状況
で歩行者、自動車ともに危険な状況でした。
　整備前は道路幅が狭く、歩道がない状況
で歩行者、自動車ともに危険な状況でした。

整備前整備前

　県民にとって高速道路をより利用しやすい環境をつくるため、スマートインターチェンジの
追加設置を促進します。また、良好な「まちづくり」をサポートし、地域の活力を引き出すた
め、都市計画道路の整備を推進します。

　通学路の緊急合同点検で対策が必要とされた箇所について、歩道の整備などのハード整備や
ライン設置による歩道空間の明示などのソフト整備により、通学路の安全を確保します。
　また、電線管理者※と協議を行い電線を地中化し、見通しが良く使いやすい電柱のない道路
の整備を進めます。

取組事例：都市計画道路3・4・32塩沢中通り線牧之通り（南魚沼市）

取組事例：一般国道351号　高梨地区歩道整備（小千谷市）

※電線管理者とは電線を管理する電力会社や電話会社などのことを言います。

指標の達成状況

55箇所
91%

+120km
73%

指標の達成状況

254箇所

100%

初期値 現状値

目標値
（Ｈ30年度設定）

目標値※
（R１年度設定）

目標値
（Ｈ２６年度設定）

目標値
（Ｈ２６年度設定）

63km

（令和６年度）

63km
97%

※　国土交通省が次期無電中化推進計画を
　策定した場合は、見直しを行います。
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